
7/鴇|発行i日!?;i
:;昭和4持 !33J821C173計官
第3ブ2号」一一…

{昭和34J'f.71'131時 コ滋郵便物認可)

収
入
役
に
は

相
暗
級
協
十
八
年
第
二
回
殺
孫

子
市
議
会
定
例
会
は
、
六
月
一
一

十
…
釘
招
集
き
礼
二
十
九
日
ま

で
、
九
日
閉
め
ム
京
総
で
糊
閃
か
れ

ま
し
た
a

こ
の
定
例
会
で
崎
戦
決
し
ま
し

た
案
件
ス
十
一
件
は
会
篠
塚
案

汚
抽
出
と
金
り
ま
し
た
が
、
こ
の

う
ち
ご
俳
げ
は
議
員
提
案
に
よ
る

も
め
で
す
@

ま
た
、
欠
自
民
と
な
っ
て
い
た

収
入
役
U

弘
、
子
羽
狩
築
制
間
体
内
が
附
問

意
可
決
に
よ
り
嚇
獄
後
書
札
ま
し

み
人

中
市
採
は
問
問
一
服
に
市
殺
に
開
閉
す

る
…
机
税
制
相
僚
を
行
な
い
ま
し
た
。

一
一
期
に
一
部
掲
載
)

⑫ @o第 2翻。 6

定例市

鹿皐蟹

石
井
英
朗
氏

収
入
役
の
選
後

山叫
M
知
子
市
街
件
批
ス
閉
山
J

ミ

ヤ
れ
件
“
内
閣

酬
明
釦
刊
十
年
十
一
月
ト
…
↓
一
設
定

副
叫
帽
冊
子
士
山
震
交
通
災
犠
党
総
会

支
給
条
割
問
の
制
制
定

交
通
災
復
を
受
け
た
市
民
的

方
を
救
済
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
行
な
3

て
き
た
制
球
協
時
金
支
給

制
成
を
見
緑
金
支
鈴
制
約
授
に
決

め
る
も
の
で
す
固
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輪
特
柑
知
子
市
火
災
予
防
乱
期
削
闘
の
一

部
敬
玄
生
活
脱
出
火
的
変
化
と
止
も
に

火
災
的
縦
断
闘
も
さ
ま
'
ぎ
ま
で
す

が
、
四
統
的
怖
や
務
付
民
的
集
扱
い
主

な
ど
を
改
叫
比
す
る
か
官
躍
有
が
生
じ

た
た
め
、
こ
の
条
例
を
ゆ
制
州
政

託
す
る
も
円
で
す
。

我
孫
子
中
閉
哨
掃
除
問
闘
同
等
公
務
災

饗
油
開
後
条
掛
聞
の
一
部
改
定

消
防
総
災
者
ど
の
公
務
災
窓
口

内
総
後
恭
礎
磁
を
引
き
あ
げ
る

も
内
で
す
a

我
孫
子
宮
山
税
粂
捌
聞
の
…
磁
波
渓

崎
地
方
税
法
的
一
総
改
正
に
ょ

の
汝
一
応
す
る
も
的
で
す
が
、
主

令
改
滅
的
内
務
M
M

次
丹
と
お
り
で

す
.衛
隊
制
怖
は
、
時
障
害
者
等
的
枠

潮
時
税
限
度
的
引
き
上
げ
、
潮
岬
制
刺

殺
低
限
度
的
引
き
ふ
ん
げ
と
税
率

同
時
秘
に
よ
る
税
負
絞
め
齢
制
減
を

四
円
ワ
ま
し
た
ね

地
内
定
品
目
掛
脱
税
は
、
宅
地
に
係

る
分
金
総
市
部
附
明
治
と
非
住
宅
回
開

お殊事駐車是正毛

般
に
分
け
て
議
税
す
る
こ
と
に

し
毛
ま
た
市
街
化
波
地
唱
曲
肱
柏
崎
丹

浴
総
裁
み
課
税
に
つ
い
て
は
宅

A
幾
絡
は
問
問
十
九
年
度
か
ら
、
話

農
地
H
H
m
出
十
九
年
後
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
間
出
稼
開
閉
で
お
総
裁
A
課
税

を
茂
氏
寸
る
と
と
も
に
、

C
農

地
は
後
世
ボ
ど
お
り
築
地
譲
穏
に

燃
え
殻
〈
こ
と
に
な
り
、
開
閥
復

炎
縁
側
怖
に
つ
い
て
小
鋭
紺
偶
然
資

衰
の
負
担
軽
減
の
た
め
品
路
線
ぷ

内
引
き
伝
げ
密
行
な
い
ま

F旬

法
人
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た

点
絡
が
、
投
機
的
問
に
留
保
さ
れ

供
給
検
知
相
ど
は
な
ら
ず
需
要
増

加
に
よ
っ
て
、
同
幽
拘
情
宜
向
捕
時
を

U

き
総
し
て
い
る
と
ニ
ろ
か
ら
叫
村

総
・
1
地
保
有
制
怖
が
部
刺
殺
さ
れ
ま

サ

'o
我
孫
子
窃
都
世
間
針
加
問
税
条
例
の

…
鯵
敬
広

地
方
後
持
駅
前
一
部
改
正
に
よ

り
、
線
中
閉
品
削
減
税
条
例
を
い
部

改
す
る
も
の
で
す
。

品
臨
膳
褒
示
に
醐
闘
す
器
出
掛
崎
博
に
よ

守
当
市
に
お
け
る
術
総
拙
喝
の
区

域
及
び
山
糊
軸
間
際
機
H
い
お
H
H
る
金

融庸繁一一部品
W
方
淡
(
説
木
)

放
水
柿
地
問
品
位
、
我
誠
子
四
軌
北

ね
に
附
榔
崎
協
し
、
近
年
急
裁
に
間
開

発
き
れ
た
足
掛
端
的
た
め
同
総
阪

の
う
，
ち
久
島
寸
家
滋
号
か
ら
淡
捌
閥

的
区
域
を
八
月
一
お
か
ら
件
協
議

表
示
い
た
し
ま
す
。

事
の
夜
波
及
び
そ
の
名
称
変
更

〈
品
脱
水
}

抜
本
総
昨
胞
の
一
部
を
伎
障
問
畿

一
制
す
る
た
め
、
調
叫
疫
抑
火
祭
お

よ
び
字
の
波
地
域
と
そ
の
お
品
怖
を

並
木
五
丁
目
闘
か
ら
開
問
九
了
間
同
ま

で
に
変
更
し
ま
す
。

大
学
、
学
柑
陣
織
の
変
受

千
築
制
暗
殺
令
に
よ
り
、
認
可

の
あ
っ
た
や
焚
浴
土
地
改
良
氏

織
的
刊
に
よ
る
主
と
し
て
間
我
湖

水
利
総
合
的
区
域
仁
係
る
之
助
閣

改
災
事
業
の
完
了
に
よ
り
、
犬

山
町
十
:
字
の
区
域
及
び
そ
的
名
品
神

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

密
閉
滋
同
館
輔
織
の
総
意
及
び
廃
止

川
以
後
織
物
〈
肱
梓
)
施
行
に
よ

る
い
づ
み
陵
地
の
間
同
発
行
為
在

行
本
四
回
販
(
抹
)
緩
行
に
よ
る

車
問
出
合
的
開
発
行
為
お
よ
び
総

務
興
業
(
株
)
総
料
け
に
よ
る
布

佐
祭
務
総
党
内
閣
批
判
行
為
が
そ

れ
ぞ
れ
山
路
す
し
た
た
め
、
都
市

町
好
機
淡
め
総
定
に
よ
り
、
新

L

〈
仙
紙
撤
撤
さ
れ
た
帥
開
銀
を
市
滋
に

総
定
し
、
い
ま
ま
で
の
中
市
滋
燃

油
怖
を
勝
止
す
る
も
の
で
す
お

我
百
冊
Z
T
第
一
小
学
校
端
晴
雄
前
市
ム
事

務
負
契
約
の
締
総

相
鰐
仏
判
的
出
門
嚇
廿
は
次
の
と
お
号

で
す
a

我
孫
子
第
一
握
小
学
校
地
築
又

事
、
鉄
務
コ
ン
ク
リ

i
ト
測
隊

法
一
プ
一
間
一
七
千
穿
米
‘
判
潤
仇
料
金

額
.
億
五

F
2一
五
万
附
門
‘
制
間
約

の
制
相
手
方
本
間
関
線
数
晶
印
式
会

役
東
京
文
総
常
務
取
締
役
支
日
出

入

潔

溺

常

総

工

期

は

契

約

的
設
か
ら
総
務
四
十
九
年
一
一

R

-
十
日
ま
で

我
孫
子
市
特
約
齢
用
品
騰
に
側
聞
す
る

条
例
の
廃
止

品
叫
綿
子
市
特
腕
時
間
療
渓
営
事

業
組
付
総
会
計
条
例
的
市
町
止
に
よ

り
、
閥
開
条
例
を
腐
止
し
ま
す
@

後
孫
子
被
保
育
所
条
例
の
一
線

改
正
↓住
居
表
一
端
的
幾
織
に
よ
号
、

潟
北
台
保
管
緩
め
後
暗
臓
の
表
示

を
湖
北
伐
と

γ間
関
…
勢
十
三
号

h

い
崩
抱
一
殺
し
志
す
也

後
暗
冊
子
由
主
絞
殺
の
聡
員
の
旅

貨
に
回
開
す
る
条
例
等
の
一
線
改

立
国
家
公
務
災
後
終
淡
町
一
部

改
正
と
綴
脇
綿
織
の
滋
燐
な
ど
に

よ
り
‘
日
絞
滅
的
職
制
闘
問
の
旅
費

者
総
説
す
る
も
の
で
す
@

我
棺
骨
子
世
間
…
絞
殺
の
職
員
等
に

対
す
事
問
鴫
線
開
間
十
八
年
六
月
支

品
開
じ
係
畠
制
期
末
手
当
の
特
例
に

関
す
る
象
相
関
の
制
制
定

物
価
向
上
日
丹
な
ど
を
母
噌
揮
し

一
絞
滅
的
機
日
目
線
に
対
す
る
間
崎

将
開
問
十
八
年
六
月
中
米
杭
閥
的
懇
求

手
品
川
習
に
間
関
り
、
機
械
支
給
す
る

こ
と
内
線
例
を
定
め
る
た
め
丹

も
の
で
す
。

続
孫
子
品
市
持
制
刺
殺
掴
相
脳
間
鮒
帯
構
材
機

会
条
例
等
の
…
岬
郡
波
蕊

行
政
制
組
織
的
攻
世
帯
な
ど
に
よ

り
‘
構
昨
袖
棋
会
的
総
務
怒
鳴
↓
に
つ

い
て
現
災
い
い
そ
く
し
た
条
文
笠

淡
を
行
な
う
た
め
の
も
の
で
す
e

制
叫
鈴
子
品
開
批
判
制
剖
畿
の
激
員
で
券

常
勤
の
も
の
の
級
制
問
汲
び
策
用

弁
償
に
関
す
る
晶
晴
樹
関
市
w
一
務
改

玄
我
鶴
子
市
燥
地
議
後
審
議
会

条
約
が
後
此
部
れ
た
た
め
、
部
内

務
湘
繊
ム
制
緩
闘
の
報
酬
を
刷
用
品
開
し

ま
す
。

生
活
保
護
透
需
用
基
準
削
引
事
上
げ

等
に
開
閉
す
る
窓
ゑ
{
品
開
紬
醐
察
)

品
取
波
的
忽
滋
な
輪
特
欄
間
上
昇
の

な
恥
に
あ
っ
て
、
食
品
臨
め
生
活

者
陥
商
い
ら
れ
て
い
る
生
活
即
時
堪
暗

殺
締
約
際
醐
制
度
は
ま
す
ま
す
深

ま
号
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
生
活
保
譲
位
織
的
紋
演

の
点
か
ら
瑠
引
を
め
師
陣
織
総
描
早
川
開

地
引
き
上
げ
と
師
陣
滋
対
象
条
件

の
緩
和
を
は
か
号
巡
悶
閣
総
同
開
を

広
げ
る
な
ど
改
描
甘
す
る
よ
う
強

く
酬
獄
後
し
山
内
期
総
理
大
国
同
お

よ
ぴ
闘
中
生
大
陸
宛
に
笠
岡
地
税
爾
を

捻
泌
す
る
も
円
で
す
m

学
校
湾
総
取
得
後
滋
に
関
す
る

決
機
{
融
持
続
祭
〉

綾
近
に
お
け
る
絵
師
制
空
祖
上

が
り
は
終
殺
を
ま
で
に
殺
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

柏
村
に
、
学
校
用
地
内
経
珊
貯
は

ま
す
ま
す
濁
綾
に
直
綴
す
る
繁

い
が
あ
る
再
で
、
臨
時
嚇
慨
を
字
数

に
克
関
脇

L
後
滋
す
る
よ
う
決
議

し
市
-
設
に
後
出
向
す
る
も
の
で
す
。

こ
と
し
も
様
は
、
米
殺
を
M
m
う
こ
ど
も
を

っ
て
き
た
二
羽
鳴
門
て
る
こ
と
を
施
政
方
鈴
め

の
ツ
パ
メ
が
.
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
が
‘
数

講
料
館
学
金
的
軒
先
殺
の
愛
犬
内
包
約
は
人
緩
め

rげ
が
九
一
で
お
く
れ
た
出
常
務
栂
寺
つ
え
つ
け
る
こ
と
に

h
山
応

ν
~づ
く
号
に
忙
し
あ
る

E
怠
え
ヴ
パ
メ
め
哀

山
川
九
九
~
い
。
散
を
常
に
す
る
と
春
、
山
料
品
持
、

J

-

¥

H

n
本
野
為
的
仏
制
緩
文
明
に
調
伸
容
れ
、
患
い

バ
れ

t

A舎
の
謁
べ
に
よ
や
り
の
心
を
失
い
つ
つ
あ
る

る

と

、

線

、

い

で

私

た

ち

大

人

丹

は

ず

っ

ト

長

る

こ

室

主

主

蹄

植

し

な

く

な

っ

遭

w
l
i

い
わ
け
に
は
い

た

と

い

う

し

、

占

時

ー

ム

」

か

な

い

日
本
も
仲
臨
み
に

h
J
Z扮

J
る
き
と
と

c
i
;
:
j
e
 

〈

い

う

ど

ま

a
司

、

4

N

何
事
た
弓
う

し

い

綴

と

し

て

、

メ

る

苦

・

か

な

ら

主
う
と
う
ツ
パ

G
‘.
V

ず
し
も
そ
の
人

メ

に

も

見

捨

て

ノ

h
d

が
生
ま
れ
た
ム
ヱ

ら

れ

て

し

ま

う

け

ノ

地

と

は

考

え

ま

の

〆

か

と

患

っ

て

、

§

せ

ん

。

そ

れ

は

、

い
た
矢
先
だ
け

¥
V両
日

山

怖

そ

的

人

的

幼

い

に
機
し
い

J

F

院

長

立

が

管

っ

た

所

ば

め

滋

し

長

選

宅

鱒

酬

で

あ

号

、

一

木

事

漁

り

に

ス

イ

臨

敬

一

幕

を

見

る

に

ツ
ス
イ
ツ
と
飛
び
ま
わ
る
つ
け
て
も
な
つ
か
し
い
説
明
な

さ
ま
は
、
ル
ナ
ア
ん
の
緩
畿
内
で
す
静

を
か
り
れ
ば
、
「
一
本
的
後
秋
に
な
る
と
ツ
パ
メ
は
術
開

縁
を
引
き
‘
そ
こ
で
コ
ン
?
の
同
国
へ
縁
っ
て
い
〈
め
だ
と

を
打
っ
て
結
晶
に
行
を
か
え
る
」
い
う
入
も
島
る
が
‘
紘
た
ち

と
り
つ
と
こ
み
か
。
円
ま
ち
同
体
、
楽
る
与
も
点
ゆ
る

そ
れ
に
し
て
も
、
珍
し
い
年
も
も
ツ
バ
メ
が
背
骨
ん
で
織

か
ら
な
的
か
、
ツ
バ
メ
を
気
っ
て
き
て
〈
れ
る
」
る
さ
と

つ
け
る
と
追
い
ま
わ
す
こ
ど
で
あ
り
た
い
。

も
が
い
る
の
は
殺
し
い
。
剥
払

青

控

駐

率

を

な

く

そ

う

入
す
る
こ
と
は
で
品
ま
せ
ん
。

師
陣
営
機
器
開
を
絞
閉
す
る
申
諮

問
府
総
は
機
凝
脚
珂
や
警
察
署
に
あ

ふ
ハ
月
一
日
か
ら
率
漆
議
燃
が
り
ま
す
の
で
ご
お
湾
下
さ
い
む

必
獲
で
す
e

な
お
、
五
月
三
十
一
時
以
約

こ
れ
か
ら
は
自
分
的
銭
円
い
稼
に
率
を
購
入
き
れ
て
い
る
中
々
は

を
蜜
け
る
場
所
音
機
岬
附
す
る
か
、
歯
半
出
庫
詰
乱
開
明
替
は
必
凝
あ
号
ま
せ

車
惑
を
変
り
を
け
れ
ば
務
を
緩
ん
。

eA' 

明

滅

¥

時
時
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E
7
a
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z
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寵
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ヂ
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中
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

市
民
と
密
着
し
た
き
め
終
か

な
、
そ
し
て
滋
か
み
的
あ
る
…
打

数
浩
組
科
目
的
一
滋
と
し
て
、
市
は
は

か
ら
の
夜
祭
等
師
緊
急
処
理
一
を

加
盟
滋
す
る
臨
問
機
内
設
涯
の
必
婆

後
に
つ
語
ま
し
て
は
、
私
が
市

長
に
就
任
以
来
的
慾
猿
楽
祭
で

も
あ
り
ま
し
た
が
、
術
開
繍
刷
会
の

み
な
さ
ん
円
党
派
を
鎗
え
た
あ

リ
が
た
い
ご
協
力
に
も
と
ず
き

ま
し
て
、
去
る
間
同
月
一
日
告
側
刺

し
、
中
市
制
民
A
V
1
ピ
ス
諜
と
し
て

品
括
経
す
る
に
い
た

0
ま
し
た
D

骨

Z

H

が
鼎
執
務
的
帥
帆
滑
鳴
に
粂
り

ま
す
ま
で
の
閥
、
多
〈
的
淡
M
H

の
み
な
さ
ま
か
ら
数
々
的
ア
イ

デ
ア
と
、
散
叫
制
を
た
ま
わ
ザ
ま

し
た
こ
主
に
対
し
、
百
午
く
お
礼

申
し
あ
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
悶

お
か
げ
告
も
ち
ま
し
て
、
↑
市

民
各
州
拡
か
ら
れ
貯
終
を
も
勺
て
迎

え
ら
れ
、
発
足
以
来
、
鈴
日
朝
拡

充
で
、
二
六
七
体
的
受
務
純
円
数

b
h
数
え
る
に
い
た
っ
て
信
号
ま

す。
市
民
サ

l
y
ス
殺
が
も
っ
意

義
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
市
民

h
w

ち
、
そ
し
さ
会
滅
的
地
方
自

治
体
間
関
係
品
古
か
ら
大
波
織
し
ま

れ
さ
念
透
き
れ
ま
し
た
宅
総
務

。
本
滋
松
戸
市
長
肉
体
大
な
裁
緩

に
…
一
治
諮
れ
て
お
り
ま
す
が
、
市

民
的
闘
を
市
政
に
山
内
け
さ
せ
る

こ

と

と

合

せ

て

‘

返

れ
ず
‘
織
か
ず
ん

2 

主
い
わ
れ
る
、
お
い
仲
時
代
を
持

つ
公
務
員
に
対
し
て
の
戦
機
州
刑

者
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
来
約
絞
殺
部
課
職
員
が
務

相
砲
し
て
、
総
務
に
綴
励
さ
札
る

こ
と
に
よ
り
、
中
市
災
分

i
ピ
ス

調
路
が
問
問
自
休
業
と
な
る
液
細
部
後

を
念
願
制
し
を
が
ら
、
市
市
岡
パ
サ
ー

ビ
ス
課
を
通
ヒ
て
、
市
民
品
ワ
イ

ド
に
だ
っ
た
、
一
行
設
執
行
を
附
闘

っ
て
参
る
級
官
汁
で
あ
り
ま
す
。

北
鴻
地
同
協
開
発
計
一
織

沈
繍
地
区
へ
の
宮
本
綾
白
川
純
悼

式
会
絞
め
滋
犯
に
つ
き
ま
し
て

は
、
す
で
に
時
的
年
十
二
月
の
定

例
会
に
お
い
て
‘
ご
可
決
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
線
総
子
市
緩

本
務
怒
に
築
く
都
市
づ
〈
均
的

方
向
に
そ
っ
て
の
期
待
金
緩
う

欄
開
発
的
一
つ
で
あ
リ
ま
す
る

こ
の
陶
器
地
は
、
こ
案
内
向
よ

う
に
符
山
刷
、
ア
ヶ
一
…
内
潟
地
区
に

ま
た
が
る
泌
総
北
地
潤
倒
的
結
ぼ
域
で

開
発
計
一
関
副
部
品
開
問
問
。
万
不
万
〆

i
L
e
ル
、
許
制
問
従
数
民
数
八
千

人
的
淡
枯
慌
に
よ
る
、
制
弘
子
交
協
開

制
滞
緩
ぷ
工
場
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
も
め
で
あ
り
ま
す
が
、
時
昨

年
十
…
月
以
降
娘
区
間
的
に
認
し

九
日
い
を
議
ね
た
ニ
と
に
よ
り
、

常
磐
線
接
々
線
計
画

中
広
縁
あ
び
こ
で
ご
案
内
の
ξ

お
守
、
本
年
。
一
月
燃
料
駅
前
車
京
第

一
工
事
局
か
ら
本
市
に
常
的
籾
線

複
々
線
化
に
伴
な
う
協
力
的
機

簡
が
あ
ワ
ま
し
た
。

州
問
々
綴
ヱ
前
半
は
、
現
在
我
M
悌

子
駅
止
り
と
な
っ
て
い
る
緩
行

縁
者
総
予
抑
制
ま
で
延
長
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

我
孫
子
市
へ
の
協
力
繁
務
の

穣
保
す
る
新
設
線
開
問
抽
硝
札
料
開
閉

F

減
量
方
メ
ー
ト
ル
内
約
淡
な
核
抑
慨

に
つ
い
て
と
、
乎
}
盟
交
蓋
し
て

い
る
後
納
崎
、
ア
ヶ
一
戸
及
び
相
相
野

谷
時
一
一
一
つ
め
総
柑
悼
の
廃
止
で
あ

ワ
ま
す
。

地
紋
者
各
的
臥
内
大
方
向
山
い
科
目
山
間

が
懲
ら
れ
、
表
点
、
山
総
山
鳩
山
間
公

判
叫
刊
知
子
支
部
の
み
な
き
ま
め
総

力
の
も
と
仁
、
地
権
者
と
め
開
制

緩
柏
町
な
綴
じ
介
い
を
並
行
手
せ

つ
つ
用
地
円
以
簿
業
務
が
設
け

ら
れ
て
お
れ
ワ
ま
す
a

こ
の
潟
、
会
端
部
開
開
発
に
Mm品

用
地
取
得
に
う
い
て
、
品
陥
川
間
的

な
制
問
相
側
を
察
知
し
た
方
も
あ
る

や
い
い
糊
開
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
悶
悶
本
鉱
山
到
の
当
初
の
間
開

発
許
制
慨
が
、
ぶ
術
中
帳
消
字
予
定
を

本
年
四
お
と
し
て
お
号
、
潟
地

取
得
の
遅
延
に
よ
号
、
池
端
山
山
隊

ゑ
的
意
思
考
tm
が
あ
る
も
の
止

制
判
断
し
た
た
め
に
生
ヒ
た
も
の

と
考
え
ま
す
。

し
か
し
、

nn
本
軍
気
株
式
会

社
は
、
措
鵬
識
に
係
る
本
市
内
務

径
約
な
協
力
的
措
概
略
鳴
と
、
柏
崎
液

晶
脅
各
位
の
用
地
譲
供
へ
の
協
カ

約
な
真
意
を
十
分
に
附
部
被
し
た

こ
と
か
ら
、
教
招
待
開
制
開
閉
め
紙
終

合
決
公
す
る
と
共
に
、
日
本
電

気
自
身
も
閑
m
総
取
得
業
務
に
参

加
し
‘
明
唱
神
地
協
会
的
み
な
さ
ま

と
も
ど
も
絞
殺
務
カ
数

t
f
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
本
市
が
期
待
今
る
院

本
従
気
殺
路
子
工
場
め
制
制
裁
に

大
き
な
希
鐙
を
仙
沼
げ
る
に
い
た

っ
て
い
る
こ
と
を
ご
報
告
申
し

あ
げ
ま
す
お

又
、
本
噛
間
々
線
化
い
い
よ
》
て

…
大
友
会
開
帆
ず
井
、
夜
融
市
蹄
怖
が
品
消

滅
蛤
悼
と
な
っ
て
停
車
し
な
い
こ

と
に
な
り
、
変
っ
て
新
設
線
内

同
開
行
減
税
が
よ
ぷ
る
一
没
同
聞
で
あ
り

ま
す
。
利
払
は
、
災
送
会
駅
が
現

在
及
び
将
来
に
わ
た
っ
て
交
通

機
関
の
一
安
品
開
と
な
る
こ
ど
を
滋

筏

L
て
お
り
、
日
闘
鉄
町
本
鮒
間
々

帥
糖
化
計
一
幽
に
強
い
不
満
を
も
っ

て
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
弘

法
、
附
閥
叫
制
的
協
カ
閣
討
議
に
応
え

る
第
一
糸
仲
け
と
し
て
、
指
間
々
裁

繋
惜
間
後
に
お
い
て
、
市
太
平
常
H
釈

に
快
適
線
及
び
緩
行
織
の
将
棋

の
回
目
滋
し
の
な
る
こ
と
を
強
〈

抑
制
ち
お
し
て
参
る
所
脊
で
ご
ざ

い
ま
す
a

〈
次
秒
へ
つ
づ
〈
)

、
}
パ
け
寸
前
川
川
将
校
停
滞

空
白
矛
伎
町
議
機
同
体
、

明
治
問
問
去
る
ふ
ハ
丹
十
九

一
…
阪
駅
吾
、
中
一
弁
公
民

…
一
樹
陪
聞
に
室
内
み

る

荻

な

さ

ん

百

五

十

-aい
じ
“
ハ
お
の
拳
加
を

口

望

号

機

況

の

う

ι
費

ち

に

終

わ

ワ

ま

昔、

4
ヲ
し
た
。

A

J

j
子

テ

i
マ
H
M

「

の
M
M
現
代
に
お
け
る

先

M

M

リ
総
人
的
役
割
り
」

配
斑
ド
げ
ぽ

述
べ
ら
れ
ま
し
た
砲

吋
食
品
開
を
あ
ず
か
る
金
協
聞
が

務
総
ナ
る
身
近
な
問
題
、
公
議

や
臨
制
緩
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
山
積
し
た
間
絞
め
然
淡
を
ど

円
よ
う
な
か
れ
ん
ち
で
鈴
号
、
政

治
に
反
咲
き
せ
て
い
〈
か
。
そ

れ
は
矯
人
的
一
人
)
人
が
滋
棋

を
巡
し
て
乏
し
く
代
表
者
骨
綴

H
V

司
真
剣
に
限
り
〈
ん
で
い
く

こ
と
が
生
活
を
繰
る
〈
絞
か
に

す
る
た
め
の
重
姿
な
方
沖
怖
で
ん

り
、
山
払
た
ち
備
増
人
に
諜
せ
ら
れ

た
仏
抑
制
問
号
で
は
な
か
ろ
う
か
ぷ

と
教
総
づ
け
ら
れ
ま

L
た。

な
お
、
ニ
内
議
機
会
は
滋
挙

党
待
感
発
計
爾
と
役
会
教
榔
持
活

動
的
4

環
と
し
て
行
な
か
れ
た

も
め
で
す
。

募
集
糊
期
間
際
紛
品
同
年
7
n月

統

計

図

表

コ

ン

ク

ー

ル

沼

日

1

8
月
1
H
n

二
参
加
却
し
よ
う

i

1
4
j

ポ
ス
タ
ー
に
J

必
ず
ゆ
京
総

絞
殺
を
広
〈
一
般
に
知
っ
て
め
説
」
内
交
字
を
入
札
る
ニ
と

も
ら
い
、
統
計
的
表
現
技
続
ボ
り
な
お
、
詳
織
に
つ
い
て
の
お

続
交
じ
役
滋
た
せ
る
た
め
に
行
隊
合
せ
は
開
沈
没
抑
制
厚
生
課
へ
御

な
っ
て
い
る
総
対
凶
表
コ
ン
ク
連
絡
下
き
い
9

ー
ル
で
す
@

児
童
話
?
畿
の
鰍
納
品
本
も
れ

応
募
方
法
H
H

次
グ
と
お
り
で

J
1

ー

は

あ

り

ま

せ

ん

か

す
的
で
ど
し
ど
し
ご
お
初
〈
だ

さ

い

。

こ

れ

ま

で

は

、

二

一

人

以

上

前

ωど
な
た
で
も
忘
募
で
き
ま
す
党
欲
的
う
ち
一
人
が
、
五
時
時
来

像
議
総
以
内
口
市
附
ぞ
す
地
闘
の
兇
絞
め
い
る
こ
と
が
必
閣
官

③
同
協
衰
の
大
愚
き
で
し
た
が
、
令
指
や
め
閉
山
口
付
か
ら

七
十
二
・
八
榊

X
五
十
一
・
は
支
給
総
僚
が
が
み
が
っ
て
、

伝
師
は
小
・
中
学
ゑ
三
人
以
上
丹
党
設
や
フ
ち
、
そ

百
三
間
×
七
十
二
・
八
酬
は
め
一
人
が
、
山
間
月
一
日
制
明
夜
明
L

溺
校
e

ふ
入
学
生
と
一
殺
す
後
来
品
開
の
究
室
が
い
れ
ば
支

出W
総
銭
、
急
彩
u
H

自
由
抑
制
宰
れ
ま
す
の
で
該
当
す
る
方

③
終
組
問
門
口
九
月
十
日
ま
で
に
は
議
部
品
市
役
所
厚
生
課
で
手
拘
概

念
一
鴎
端
部
伏
線
統
計
係
に
提
出
を
し
て
〈
げ
さ
い
。
〈
公
務
員
は

し

て

下

さ

い

悶

品

怖

か

れ

ま

す

ぷ

注
意
事
項
と
し
て
、
お
募
作
尚
、
一
定
押
収
入
総
淡
も
為
り

問
問
的
姿
商
仁
は
‘
径
一
次
氏
名
、
ま
す
の
で
く
わ
し
い
ニ
と
に
つ

然
別
、
職
業
(
学
生
H
H

…
前
線
添
い
て
は
、
浮
生
課
の
児
塗
争
点
叶

枚
、
学
年
}
を
開
明
記
す
る
ニ
と
。
開
閉
ま
で
お
問
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
易
総
と
ち
必
ず
統
計

表

を

添

付

し

て

く

ど

き

い

。

会

沢

田

ア

溶

き

ん

た
だ
し
‘
良
一
以
内
線
務
に
よ
か
ら
務
会
一
一
一
子
m
門

ら
ず
抽
出
か
ら
資
料
を
絞
っ
た
峨
唱
が
寄
付
さ
れ
札
ま
し

A
U
に

は

、

利

用

資

料

的

出

関

経

を

た

e

開
閉
配
す
る
こ
と
c

奈
は
、
近
〈
柏
崎
絞

さ
れ
る
予
定
的
考

吋
緩
ん
燥
の
日
ど

リ
ホ
ス

A
F
i
・脚
4
4

糞

の

募

集

一

人

絡

役

会

館

の

塗

出
門
峨
刑
問
叩
続
入
交
金

千
葉
擦
で
は
、
線
開
門
的
第
一
一
一
に
使
紛
菩
せ
て
い

日

経

ヨ

を

寸

家

燦

円

闘

い

と

定

た

幻

〈

明

め
、
削
明
る
い
官
事
賎
づ
〈
り
を
櫛
捕
ま
し
た
。

災
沼
崎
品
開
と
し
て
推
進
し
て
き
ま

し
た
a

本
年
は
、
こ
の
縫
時
四
を
市
内
容

と
し
た
ポ
ス
タ
ー
淡
、
写
真
展

を
開
催
し
、
ぶ
〈
こ
の
部
地
動
を

す
す
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

。
一
家
そ
ろ
っ
て
殺
し
い
タ

べ
め
H
V

と
と
き

告
綾
子
的
濡
ら
い
、
ゲ

i
ム

間
同
ら
ん

。
家
倫
明
そ
ろ
っ
て
の
作
業
的

す
が
た

。
野
や
山
出
、
滋
へ
の
レ
ク
リ

エ
i
シ
ョ
ン
等

官
晶
体
み
の
衝
材
も
多
い
こ
と

と
間
部
わ
れ
ま
す
の
で
多
数
時
作

品
を
お
務
せ
下
杏
い
e

f我義子甫誠号』紅葉の毒事構へ
成回線穏化努成記念に臨時議並行を発事

血
小
る
十
時
丹
ど
は
待
望
的
成

隠
線
珊
略
化
ぶ
wゆ
が
完
成
し
ま

す
@こ
れ
を
設
ョ
て
剛
闘
欽
H
H

宅

十
月
間
間
B
臨
時
急
行
コ
我
滋

子
市
長
時
d

』
を
運
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

申
削
除
の
み
な
さ
ん
の
慰
安

と
親
隊
を
か
ね
た
後
し
い
磐

梯
へ
丹
波
に
ふ
る
っ
て
ど
参

加
〈
だ
き
い
e

コ
i
ス
は
‘
磐
揃
開
制
問
機
間
協

臨
訴
で
蹴
軍
事
引
な
シ
ョ
ー
を
国
凡
な

が
ら
夕
食
を
楽
し
ん
だ
号
事

袋
線
機
的
叩
礼
儀
沼
や
磐
梯
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
的
総
雌
識
を
た
ず

ザね
揚る
a 
B自

~I+ 二

~1i. 'lH 
、 B~接的生

八(泊者主
0'責主〈 令
。〉オミす
1ヰ〉

句F

重量
重量

り
ま
し
た
場
合
に
は
若
子

の
愛
媛
が
あ
り
ま
す
会
〉

亨
募
集
人
間
同
ぷ

0
0名
〈

先
着
繍
)

V
「.Ai
ス
布
役
↓
我
孫
子

↓
務
総
熱
海
畑
出
向
車
(
泊
り
〕

2
4
ぶ
&
制
的

i
嶋
田
悌
吾
妻
レ

ー
ク
ラ
一
イ
ン

i
ス
カ
イ
ラ

f
ン
↓
機
織

i
決
孫
子
る

布
佐(
列
車
は
往
復
と
も
お
絞

駅
発
着
の
酢
臨
時
吋
念
品
刊
で
淡

泊
凝
転
宅
采
換
え
な
し
で

曹
お
閥
開
会
常
と
お
申
込
み

持
叫
同
期
予
即
肌
〈
帥
耐
」
の
と
娘
二
一

天
王
会
副
帆
「
M
M
)

六
三
三
大

相
問
花
開
軌
(
紛
V

一
…
。
一
五

布
伎
駅
(
間
出
)
ニ
ム
ハ
一
ニ
。

北
約
駅
(
日
相
民
間
)
時
間
二
五
五

日
本
旅
行
弘
樹
紫
畿
一
昨
(
袷
付
加
)

…
…
ぷ
一

E
V

お
開
閉
会
せ

市
役
所
会
泌
総
〈
M
M
)

…

…
五
一
内
線
一
二

ザ
北
川
脱
出
我
孫
子
・
天
混
合

・
湖
北
・
布
佐
・
北
殺
の

各
紙
と
日
本
銀
行
稔
営
業

吋

mη

や
同
月
一

nu
か
ら
、
三
十
一
日
品
作
抗
日
時
間
止
の
た
め
の
地
域
議
品
開
こ
と
は
火
切
な
こ
と
で
あ
号
望

ま
で
ぶ
紅
会
を
明
る
く
す
る
の
後
描
識
し
と
い
う
こ
と
を
重
点
こ
れ
ら
的
人
に
、
残
か
い
愛

逮
品
開
い
が
人
窓
際
的
に
展
開
さ
認
綴
に
し
て
い
ま
す
。
の
手
を
殺
し
の
べ
る
の
は
、

れ

て

い

ま

マ

。

最

近

山

町

犯

絡

で

資

少

年

時

非

保

議

司

や

終

絞

め

投

獄

を

も

こ
的
逮
動
は
、
総
務
の
な
行
に
は
‘
都
市
緩
や
持
、
広
竣
つ
限
ら
れ
た
人
た
ち
だ
け
の

い

明

る

い

社

会

‘

，

g
a
1

カ
で
柳
時
効
を
被

告

さ

ず

く

た

め

、

持

特

化

防

止

は

み

ん

な

の

撃

で

げ

る

ニ

と

は

溺

す

べ

て

の

鐙

同

氏

。

臨

時

で

す

。

が

刷

還

の

仲

間

投

社

会

委

明

る

く

す

る

運

動

市

民

丹

み

を

と
、
輔
持
者
総
し
と
人
れ
ん
ち
の
化
が
み
ら
れ
、
ま
た
中
流
家
申
越
さ
ん
一
人
…
人
が
そ
れ
ぞ
れ

更
生
に
つ
い
て
線
終
を
深
的
、
丹
青
少
年
め
旅
行
化
と
と
も
に
・
町
立
場
に
応
じ
て
潔
竣
丹
幾

そ
れ
ぞ
れ
丹
波
州
怖
に
お
い
て
都
知
免
許
速
い
軟
な
ど
こ
よ
岳
災
滋
全
化
守
防

q
‘
鴨
隣
人
後
に
よ

カ
を
合
わ
せ
よ
、
?
と
い
う
も
事
故
犯
が
激
増
し
て
い
ま
す
合
る
理
解
と
抽
踊
カ
が
潔
ま
れ
て

丹

で

す

。

閉

闘

の

来

来

を

に

を

う

務

少

年

い

ま

す

@

み
彬
は
、
特
に
「
揖
持
少
年
を
蜘
概
念
に
嚇
丹
て
、
非
行
を
防
ぐ
出
精
油
精
湖
町
会
長
、
小
態
勝
夫

834 



3 

布
佐
駅
前
土
地
区
園
整
理
地

布
佐
駅
前
土
地
区
画
整
理
組

合
は
、
七
月
十
六
日
第
一
悶
保

留
地
処
分
を
終
了
し
ま
し
た
が
、

当
事
業
の
運
営
資
金
に
当
て
る

た
め
引
続
き
第
二
回
保
留
地
処

分
を
七
月
三
十
日
午
後
一
時
か

ら
我
孫
子
市
布
佐
中
央
青
年
館

に
於
て
行
な
い
ま
す
。

保
留
地
処
分
に
よ
る
土
地
分

譲
の
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で

す。V
分
憾
の
方
法

処
分
は
、
一
定
の
区
域
内
町

土
地
に
つ
い

τ
一
般
競
争
入
札

の
方
法
に
よ
り
行
な
い
ま
す
o

v入
札
参
加
資
格

貿
受
希
望
地
一
区
画
に
つ
い

て
二
十
万
四
円
入
札
保
証
金
を

入
札
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
れ
ば

ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き

ま
す
。
(
落
札
で
き
な
か
っ
た

と
き
は
、
入
札
保
証
金
を
お
返

し
し
ま
す
)

48. 7. 16 

広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
を
三
月

よ
り
続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、

結
果
が
出
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。

①
「
広
報
あ
ぴ
こ
」
を
知
つ

て
い
ま
す
か

知

っ

て

い

る

百

%

知

ら

な

い

O

%

②
寸
広
報
あ
ぴ
こ
」
を
見
て

い
ま
す
か

よ

く

見

る

八

十

一

%

と
き
ど
き
見
る
十
八
%

見

て

い

な

い

一

%

③
紙
面
に
つ
い
て

見

や

す

い

二

十

二

%

ふ

つ

う

七

十

五

%

見

に

く

い

三

%

④
「
広
報
あ
ぴ
こ
し
が
あ
な

た
の
生
活
に
役
立
つ
こ
と

が
あ
り
ま
す
か

あ

る

五

十

七

%

少

し

あ

る

凶

オ

%

な

い

二

一

%

画面司官

亀岡r; 議一一

V
契
約
の
締
結

落
札
さ
れ
た
方
は
、
土
地
売

買
契
約
を
五
日
以
内
に
締
結
し

洛
札
価
格
的
二
割
を
契
約
保
証

金
と
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
む
V
富
山
買
代
金
の
納
入

売
買
代
金
は
、
土
地
売
買
契

約
締
結
の
日
か
ら
三
十
日
以
内

に
全
額
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す。入
札
参
加
申
込
日

入
札
期
日
円
前
日
(
目
隠
日

及
び
土
曜
日
向
午
後
は
除
く
)

ま
で
布
佐
駅
前
土
地
区
凶
整
理

総
合
事
務
所
で
受
付
け
ま
す
。

な
お
、
入
札
申
込
み
は
無
料

で
す
。く
わ
し
く
は
、
我
孫
子
市
布

佐
駅
前
土
地
区
画
箆
理
組
合
事

務
所
(
八
九
)
二
八
三
四

我
孫
子
市
布
佐
二
八
一
O
の
三

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑤
あ
な
た
の
家
庭
で
は
だ
れ
が

見
ま
す
か

家
族
み
ん
な
で
四
十
八
%

夫

婦

で

三

十

八

%

奥

さ

ん

だ

け

十

%

そ

の

他

四

%

⑥
紙
面
的
ど
こ
を
見
ま
す
か

事

業

欄

二

十

九

%

保留地処分一覧表

街区 符号 J也 1員 入札保証金

1 1 330.33m' (車勺99.9珂') 2万円

2 2 291.34m' (88.1坪) " 
8 13 244. 26m' (約73.8坪) N 

10 10 243.00m' (義守73.5安1") n 

11 11 223.78 m' ( 毒~67.6坪) n 

14 15 270.64m' (系守81.8P!") " 
15 16 394.01 m' (約 119.1坪) M 

18 29 340.63m'(約105.7坪) " 
23 24 339.74m'(約102.7坪) " 
28 21 288.86げ(約87.3坪)

ト一一一
30 18 281. 41 m' (約85.1坪) " トー
苦十 3，257.00阿 W，985.2歩f)

あヨ
4
d
d弘
古
今

密
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

た
だ
、
発
行
自
よ
り
非
常

に
返
れ
て
家
庭
に
届
い
て
お

り
、
ご
迷
惑
を
か
け
て
お

9

ま
す
か
、
凶
月
一
日
号
よ
り

各
行
政
連
絡
所
に
は
発
行
呂

町
一
日
前
に
配
っ
て
お

9
、

広
報
係
も
努
力
を
重
ね
て
お

り
ま
す
。
ご
意
見
欄
に
は
、
事
業
に

つ
い
て
、
あ
ぴ
こ
を
知
り
た

い
、
市
誌
の
声
を
の
せ
て
ほ

し
い
、
内
容
が
む
ず
か
し
い
、

ま
た
、
広
報
を
た
の
し
み
に

阿
の
話
題
二
十
六
%
待
っ
て
い
る
と
う
れ
し
い
意

我
孫
子
の
将
来
二
十
一
二
%
見
な
ど
数
多
〈
寄
せ
ら
れ
ま

市
町
業
務
案
内
二
十
五
%
し
た
。

市

内

案

内

二

十

%

広

報

係

は

、

凶

月

一

日

号

解
答
数
は
六
百
通
町
内
二
百
よ
り
お
も
む
き
を
変
え
親
し

十
五
過
と
三
分
の
一
強
で
し
た
。
的
、
見
ら
れ
る
広
報
に
と
努

市
民
の
み
な
さ
ん
が
広
報
紙
力
し
て
お
り
ま
す
。

を
よ
〈
見
て
お
ら
れ
、
生
活
に

③
寸
広
報
あ
び
こ
」
を
保
存
し

て
い
ま
す
か

ず

っ

と

保

存

十

九

%

あ

る

期

間

六

十

%

読

み

す

て

二

十

一

%

⑨
「
広
報
あ
ぴ
こ
」
に
ど
の
よ

う
な
記
事
を
の
せ
て
ほ
し
い

で
す
か

肱
よ|哩
く|シ
見|す
で|ト
い|調
る l耳

81 
% 

お

知

ら

せ

五

十

二

一

%

写

真

十

八

%

⑦
発
行
日
よ
り
何
日
ぐ
ら
い
で

届
い
て
い
ま
す
か

二
・
三
日

凶
・
五
日

ム
ハ
・
七
日

八
日
以
後

十
六
%

二
十
五
%

二
十
六
%

】
一
十
二
一
%

;;;五五五日72振
替
納
税
が
便
利

所
得
税
第
一
期
分
7
月
旧
日
ま
で

V
振
替
納
税
奇
利
用
さ
れ
て
い

る
方ご
指
定
的
金
融
機
関
に
納
付

舎
を
十
直
接
送
付
い
た
し
ま
す
か

ら
、
納
期
限
(
七
月
三
十
一
日

)
に
納
付
で
き
ま
す
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
預
金
の
ご
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
自
分
で
納
付
さ
れ
ま

す
と
二
重
納
付
に
な
り
ま
す
か

ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

V
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
六
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
し

た
納
付
書
で
、
納
期
限
(
七
月

三
十
一
日
)
ま
で
に
、
も
よ
り

の
銀
行
、
郵
便
局
、
ま
た
は
税

務
署
へ
お
納
め
て
く
だ
さ
い
。

結
核
健
康
診
断
と

婦

人

が

ん

検

診

毎
年
行
な
っ
て
お
り
ま
す
結
い
な
い
方
は
必
ず
受
け
て
く
だ

核
健
康
診
断
金
次
的
日
程
で
行
き
い
。

な
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
法
的
に
ま
た
、
同
時
に
婦
人
の
が
ん

義
務
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
の
検
診
を
行
を
い
ま
す
の
で
一
ニ
十

で
、
学
校
、
職
場
等
で
受
け
て
歳
以
上
向
女
町
方
は
、
ぜ
ひ
お

V
振
替
納
税
ご
利
用
の
お
す
す

め
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
納
税
に
使
利
な

振
替
納
税
の
ご
利
用
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
金

敵
機
関
ま
た
は
、
税
務
署
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

松
戸
税
務
署
篭
話

。
四
七
三
(
六
三
)
一
一
七
一

戸
籍
な
ど
の
手
数
料
が

変
わ
り
ま
し
た

戸
籍
手
数
料
令
の
一
部
改
正

に
と
も
な
い
戸
籍
謄
・
抄
本
な

ど
の
料
金
が
七
月
一
日
か
ら
五

年
六
ヶ
月
よ
り
に
変
わ
り
ま
し

た
。
そ
町
一
部
は
次
の
と
お
り

で
す
。

A
V
五
十
円
↓
七
十
円

戸
籍
謄
・
抄
本
、
住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
、
転
出
証
明
書

ま
た
関
覧
な
ど
の
す
べ
て
の

手
数
料

A
V
四
百
円
↓
五
百
円

婚
姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
な

ど
の
受
理
証
明
書
の
交
付
に

と
も
な
う
手
数
料

受
け
下
き
い
。
住
民
陸
診
受
診

票
と
一
諸
に
送
付
い
た
し
ま
し

た
婦
人
科
検
診
表
に
記
入
向
上

も
よ
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ

さ
い
‘
な
お
会
場
も
狭
く
、
集

団
検
診
の
為
混
雑
が
予
怒
号
れ

ま
す
町
で
、
下
着
を
簡
単
に
し

て
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
等
は
き
け
て

下

き

い

。

保

億

課

一般住民結核健康診断

月日 会 場 時 関

16日切 我久寺諸家子一ド階ラ堂イ高ブ等イ学ン校裏
10:∞-11:30 
13:00-15:30 

16日(1() 青第山山三田稔宅小
10:00-11:30 
13:30-15:∞ 

186(>1<) 都 青 年 鯨
lO:oo-11:30 
13:30-15:00 

19目的 布上新佐木気青象年錯台
10:00-11:30 
13:30-15:30 

20日幽 湖北保育図
10:00-11: 30 
13:30-15:∞ 

21日(士) 湖北電話交換局 10: 00-11: 30 

23日開 四
10:00-11:30 

第 小 13:30-15: 00 

24日ω 我孫子中央公民館
10:00-11:30 
13:30-15:00 

25日付4 レストラン と広きこ 10:曲一1l:30白山こどもの 全苦 13: 30-15: 00 

26目的 福祉センター 1103・:o30o-~1151::3000 

27日掛 湖北台西小学校
10: OO-ll: 30 
13:30-15:00 

28日仕主 我 3晶子市役所 10:00-11:30 

30日明1 天第王古区画二整理事務小所 1103::0300~~1115.:3帥0 

31日t拍 福祉センター 10:00-11:30 13:30-15:00 

@方面障畳

1海老原金兵衛青山 872 回一4843
2 日暮定雄岡尭戸 592 82-6594 
3 劇団哲也布施 2383 82-2429 
4 土佐倫信中里 73 88-0141 
s 豊島靖則 a秀 279 剖-2051
6 高憐良雄布佐 2419 回-3405

835 

消
防
団
役
員
決
ま
る

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な

い
火
災
に
備
え
て
消
防
団
は
、

消
防
署
と
と
も
に
消
火
活
動
向

一
手
を
引
き
受
け
て
い
刊
ま
す
。

市
内
に
二
十
二
分
間
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
同
地
域
同
妨
火
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
し
て
、
尊
い
生
命
あ
る
い

は
貴
重
な
財
産
を
最
少
限
に
防

ぐ
為
常
に
待
機
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
凶
十
八
年
度
内
役
員
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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@箇畳

今井喜美男 日秀 262 86-2550 

..ll'lll量
我。闘車一男持1-4-1 82一回目
湖中野 久中里 758 80-0134 
布松島 洋布佐 3385 89-34幻

看
板
等
度
外
広
告
物

は
許
可
が
必
要
で
す

屋
外
広
告
物
と
は
、
常
時
又

は
一
定
的
期
間
継
続
し
て
度
外

で
公
衆
に
表
示
き
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
、
看
板
、
立
看
板
、
は

り
紙
及
び
は
り
札
並
び
に
広
告

塔
、
広
告
板
、
建
物
そ
の
他
的

工
作
物
等
に
掲
出
さ
れ
、
又
は

表
示
さ
れ
た
も
の
並
び
に
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
を
い
い
、
表

示
す
る
場
合
は
市
長
町
許
可
が

必
要
で
す
。
現
在
こ
れ
ら
屋
外

広
告
物
を
表
示
し
て
あ
る
が
許

可
を
受
け
て
な
い
も
の
、
又
は

こ
れ
か
ら
表
示
し
よ
う
と
す
る

も
の
は
市
役
所
建
設
部
管
理
課

に
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
下

き
い
。

@消防委員

会長柏瀬賞男中峠 1407 86-2618 
委貝新保惰助努 1-20 82-2065 
， "山光男布佐 2231 89-2530 
'津川通雄白山 1-7 82-1748 
8 増田大太郎古戸 595 86-1025 
B 中島 茂掴'戸 10町 82-0307

行

政

棺

談

人

権

擁

護

格

談

七
月
内
行
政
相
談
お
よ
び
人

権
擁
諸
相
談
は
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
〈
だ
き

V
期
日
七
月
二
十
五
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

干
場
所
中
峠
下
青
年
館

前

号

訂

正

前
号
七
月
一

B
発
行
で
次
の

よ
う
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

第
三
一
由
七
段
目
的
学
校
用
務

員
募
集
の
欄
で
・
②
昭
和
八
年

三
月
以
前
を
・
:
以
後
に
・
締
切

り
自
の
昭
和
四
十
八
年
七
月
十

五
日
を

i
二
十
日
に
・
訂
正
き

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



み
ん
な
で
参
加
鵬
し

輪
禍
ニ
十
八
回
国
民
体
育
大
丸
山
m
w
本
線

路
樹
躍
が
淡
従
し
て
か
ら
一
ニ
年
の
歳
月
が

流
れ
、
い
よ
い
よ
開
間
後
ま
で
、
あ
と
百

臼
を
劉
り
ま
し
た
。

岡
市
附
民
総
参
加
の
も
と
に
務
総
関
絡
を

成
功
き
せ
よ
う
と
察
実
行
会
録
会
で
は
、

関
係
機
糊
閥
、
会
的
世
凶
体
の
協
力
の
も
と

に
挙
結
綿
を
a汲
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
程
、
鵡
脱
校
総
刊
紙
も
ほ
と
ん
ど
完
成

し
、
宿
泊
、
翰
送
そ
の
綴
絞
殺
滋
営
の

端
的
条
件
も
繁
い
、
い
ま
や
大
会
開
山
被
キ
待

つ
ば
か
り
と
な
守
ま
し
た
。

寸
綴
く
る
心
、
将
く
力
、
国
埠
〈
太
郎
?

の
ス
口
、
32555a

が
ン
の
も
と
に
問
陶
器
躍
さ
れ
る

務
抑
制
同
僚
体
は
、
同
附
悶
凡
め
陥
秘
カ
に
よ
っ
て

慾
後
淡
く
、
設
か
な
み
め
り
を
総
び
明

る
く
‘
ル
は
み
よ
い
w
紳
ふ
ふ
っ
く
り
の
法
的
統

と
な
り
、
関
刑
執
η
m
w
発
展
に
大
き
な
波
紋

を
す
る
こ
と
が
潟
地
吋
さ
れ
ま
す
c

関手本特集

会主義主義一銭

回細司P

&園7:} 議事

みノ

こ
持
た
め
悶
制
下
側
附
山
内
各
跡
地
各
層
で
、

胡桃開
w
運
動
、
花
い
っ
ぱ
い
議
融
問
、
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
叩
波
数
緑
内
然
災
遊
戯

を
後
間
し
て
お
守
ま
す
が
、
ぢ
訓
判
例
的
ル
開

参
加
の
た
め
会
問
問
か
ら
選
手
、
役
説
内
や

お
お
く
の
か
た
が
た
を
き
れ
い
な
環
境

の
も
と
で
、
あ
た
た
か
く
刑
制
え
る
と
と

も
に
、
こ
の
機
会
に
本
酷
剤
約
災
し
い
風

物
と
倒
晴
氏
の
こ
ま
や
か
な
人
然
、
さ
ら

に
は
本
燃
の
た
く
ま
し
く
経
巡
す
る
受

を
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
弱
体
間
関

山
闘
が
目
前
に
そ
ま
っ
た
今
回
、
こ
の
遂

融
制
を
ぜ
ひ
と
も
成
功
寄
せ
ね
ば
な
ワ
ま

せ
ん
。
禁
制
級
協
体
が
こ
の
県
災
後
融
制
刑
判
成
擦

に
よ
り
、
滅
的
成
功
を
h

お
さ
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
こ
の
間
伐
さ
ら
に
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

組
火
リ
レ

i
は

私

た

ち

の

pr
リ
ン
ピ
ヅ
ク
町
湯
合
、
ギ

リ
シ
ャ
的
ア
テ
ネ
勺
開
搾
火
い
た

強
火
を
州
問
機
敏
ま
で
遂
よ
わ
け

で
す
。こ
れ
主
同
時
と
よ
う
に
、
附
間
体

で
も
清
澄
寺
、
世
間
取
神
潟
、

r

議
終
こ
ど
も
の
図
り
パ
ケ
川
町
勺

仲
間
火
し
た
鮫
火
(
用
自
体
的
絡
会

き
よ
か
と
い
い
ま
ず
)
を
、
千

葉
市
役
所
に
慾
L

択
し
、
千
葉
県

民
的
火
と
し
て
‘
子
壌
市
か
ら

県
市
門
会
中
市
酎
町
村
刊
を
滋
隠
し
、
千

祭
出
時
総
合
渓
品
開
場
校
上
絞
技
場

ま
で
綴
火
リ
レ
を
行
な
い
ま

ふ
ん
均
一
コ
小
口
u
千
祭
事
を
出
発

し
た
慾
火
は
、
災
時
開
子
市
に
は

十
月
十
日
肉
体
絞
め
説
、
午
前

1
一
時
六
分
に
潟
市
附
附
附
と
の
械

に
到
着
し
ま
す
e

ニ
れ
を
布
仲
間
中
・
湖
北
中
‘

湖
北
品
問
中
，
我
孫
子
中
的
傾
に

川
引
地
帯
い
ぞ
い
き
十
一
時
e

一十間四

分
抽
相
官
別
に
ち
心
的
火
で
あ
り
、

力
的
火
で
あ
り
、
太
憾
の
究
で

手

で

時
六
分
か
ら
十
一
時
二
ト
開
問

分
ま
で
、
山
山
火
リ
レ

i
当
官
と

同
じ
よ
う
に
守
ハ

i
サ
ル
が
行

な
わ
れ
‘
中
市
内
に
も
よ
う
や
〈

間
関
俸
の
ム

i
F
が
凝
り
あ
が
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

織
的
門
的
リ
レ
l
コ
ー
ス
お
主

び
、
リ
レ
l
心
配
者
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。

あ
る
同
日
火
を
バ
ト
ン
タ
ァ
チ
ず

る
め
で
す
。

十
約
丹
ト
H

門
的
仮
火
リ
レ
s

を

ひ
か
え
毛
今
月
十
六
日
午
前
ト

市内競火リレー走行医欝および斑行中学校

↑
スコレ

車

り

鑑

ふ

抗

議

綴

字
。。ゐ』や一。

会的
式喜幸子ぢ
の会 i立
入火
場 ‘ 長経
4学長母体

を
次
め
と
お
り

販
売
い
た
し
ま

お

9

。
:眉*.1) 

金ど

ご
希
望
的
方
持
、
市
役
所
企

附
諜
(
八
二

i
-

…r
札

二

ま

で
ご
鴨
池
終
く
だ
さ
い
。

鰍
妹
校
会
同
弔
問
入
場
券
に
つ
い

て
は
、
水
泳
・
険
上
'
パ
レ

i

ポ

i
"
w
e
滋
校
脇
町
内
部
{
岡
町
)

卓
球
‘
体
燃
は
綴
機
屯
会
ほ
噌
中
市

内
…
お
体
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
的
競
技
会
務
へ

は
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
む

な
れ
割
、
線
開
閉
会
式
的
入
場
券

的
枚
数
に
は
絞
り
が
あ
り
ま
す

丹
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

V
入
場
券
の
競
売
制
糊
醐
拘

ω塑
季
大
会
回
開
会
災
入
場
券

七
月
ぶ
十
一

S
か
ら

八
月
一
一
十
宮
ま
で

ω品
仏
教
省
大
会
開
問
機
会
式
入
場

券八
月
二
十
一
日
か
ら

九
四
円
二
十
日
ま
で

同
州
蹴
問
機
関
体
入
場
券

八
月
十
日
か
ら

九
月
十
銭
ま
で

ウ} ~!l 
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